浜松コンベンション開催助成金制度のご案内（国際会議）
１．趣旨
　　　この制度は、浜松地域へのコンベンションの誘致促進を図り、地域経済の活性化と文化の向上に貢献するため、浜松で開催されるコンベンションの主催者に対し予算の範囲内で助成金を交付するものです。
２．助成の対象
  　浜松市内を主会場として開催されるコンベンションで、次の各号のすべての条件を満たすものとする。
（１）主たる会場と宿泊が浜松市内のもの
（２）経済・産業・学術・文化・国際交流の振興に寄与するもの
（３）参加国が日本を含む3箇国以上のもの
（４）開催期間が3日以上のもの
（５）営利を主たる目的としないもの
（６）政治的又は宗教的活動を主たる目的としないもの
（７）浜松市から補助金等による助成を受けていないもの
（８）アトラクションは、浜松市を拠点とする伝統芸能又は芸術文化団体を利用したもの
３．助成金の額
（１）会議参加者が50人以上、うち海外参加者が10人以上
　  限度額 50万円
 会議参加者が100人以上、うち海外参加者が20人以上
　  限度額100万円
 会議参加者が300人以上、うち海外参加者が40人以上
　  限度額150万円
 会議参加者が500人以上、うち海外参加者が80人以上
　  限度額200万円
 会議参加者が700人以上、うち海外参加者が200人以上
　  限度額400万円
 会議参加者が900人以上、うち海外参加者が300人以上
　  限度額600万円
 会議参加者が1,100人以上、うち海外参加者が400人以上
　  限度額800万円
 会議参加者が1,300人以上、うち海外参加者が500人以上　 限度額1,000万円

※いずれも対象経費の20％以内とし、市内業者・賛助会員を利用すること。
　　　※海外参加者とはコンベンションのために海外から参加する日本国籍以外の現地参加者のこと。
※複数申請を受付けた場合は年間予算の範囲内でのとする。
　（２）アトラクション助成金の額は、団体に支払う額の2分の1に相当する金額で、10万円を限度とする。

４．対象経費
　　会場費、印刷製本費、広告活動費、宿泊費、会議運営費　（レセプション、土産品、市外交通費等の費用は除く）
５．助成金の交付申請
　　申請書受付時期は、前年度7月末日必着とする。
（１）浜松コンベンション開催助成金(国際会議)交付申請書　（様式第1号）
（２）コンベンション収支予算書　（様式第2号）
（３）アトラクション助成金交付申請書　（様式第3号）
（４）コンベンション開催情報（国際会議）
（５）開催計画書（補助資料）

（６）その他参考資料（主催団体説明資料、前回開催資料、アトラクション団体紹介資料など）
　
６．助成金の交付決定
　助成金の適正交付をするため、コンベンション助成金審査会を開催します。各コンベンションの新規・継続、内容等を勘案した上で、予算の範囲内にて交付金を決定し通知します。
７．変更届、中止・辞退届
　　助成金の交付決定後、申請内容に変更が生じた場合は下記の書類を提出してください。
（１）参加者数の著しい増減、アトラクション団体の変更等／変更届（様式第8号）
（２）コンベンションの中止及び助成金申請の取り下げ／中止・辞退届（様式第9号）
８．実績報告
コンベンション終了後1ヶ月以内又は、当該年度の3月末日のいずれか早い日までに報告書類を堤出してください。
　（１）浜松コンベンション開催「国際会議」助成金実施報告書（様式第4号）
　（２）コンベンション収支報告書（様式第5号）
（３）アトラクション実施報告書（様式第6号）は、出演団体へ支払われた謝礼領収書のコピー添付要

（４）請求書（様式第7号）
（５）添付実績　経費支出を証明する領収書コピー、経費明細書（Excelデータ形式）
　　　　　　　　参加者名簿（氏名、所属団体及び居住する国・都道府県がわかるもの）
その他開催資料等

９．助成金の交付
　　実績報告書の内容を確認後、助成金の額を確定し通知します。申請者からの請求に基づき、指定された金融機関に振り込みます

※提出いただいた参加者名簿などの個人情報は、助成金対象事業の実績確認の為に使用しそれ以外の目的には
使用いたしません。
(様式第１号)
　　 年　　月　　日
公益財団法人 浜松・浜名湖ツーリズムビューロー
理 事 長　様
                                                  〒

所在地　
名　称　
代表者　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
浜松コンベンション開催助成金(国際会議)　交付申請書
　浜松コンベンション開催助成金(国際会議)の交付を受けたいので、下記のとおり申請いたします。
記
１．国際会議名　日本語

　　
　　　　　　　　英　語

　　同時開催される会議名

　　　　　　　　・
　　　　　　　　・
２．コンベンションの目的　
３．主会場

４．開催期間　　　　　　年　　月　　日（　 ）　～　　　　　年　　月　　日（　 ）
５．参加予定数　　　参加国数　　　　　　　　カ国（日本を含む数）

　　　　　　　　　　　参加者数　　国外
　　人　／　国内　　　　人
６．市内宿泊見込数　　　　　　　　　　人（延べ　　　　　　泊）
７．助成金申請額
　
　　　　　　


円
（内訳）国際会議助成金申請額

円
ｱﾄﾗｸｼｮﾝ助成金申請額

円
８．添 付 書 類
（１）コンベンション収支予算書（様式第２号）
（２）アトラクション助成金交付申請書（様式第３号）
（３）コンベンション開催計画書（補助資料）

（４）その他(主催団体説明資料､前回開催資料､ｱﾄﾗｸｼｮﾝ団体紹介資料等)　
(様式第２号)
コンベンション収支予算書（国際会議）
	項　　　目
	予　算　額
	摘　　　要

	
	
	

	国際会議助成金
ｱﾄﾗｸｼｮﾝ助成金
	
	対象経費の20%以内
出演料の２分の１

	合　　　計
	
	


（収入の部）







（単位：円）
※参加登録会費 、展示出展費、広告掲載費、負担金、物販販売費、レセプション費、宿泊費を設けること
（支出の部）






　　　　（単位：円）
	項　　　目
	予　算　額
	摘　　　要

	
	
	

	合　　　計
	
	


※会場費、運営費（委託・設営・制作）、講師謝金、事務局費（会議・印刷・通信）、レセプション費、宿泊費を設けること
留意事項：レセプション（懇親会等）費用のうち飲食代金は助成金対象外となりますので、収入の部に記載いただく　　　　　助成金申請額は、支出の部総額からレセプション（懇親会等）費用のうち飲食代金を除いた20％以内としてください。
(様式第３号)
アトラクション助成金交付申請書
コンベンション名 ：
開催期間 ： 　　　年　　月　　日（　 ）　～ 　　　年　　月　　日（　 ）
■　アトラクション助成金は、別紙の「浜松コンベンション開催助成金交付要綱」による諸条件を満たした場合、適用されますのでご注意ください。
　　なお、浜松市を拠点とした伝統芸能又は芸術文化団体が対象で、団体紹介資料を添付ください。
■　実施報告書の提出時には、アトラクション出演団体へ支払われた額の領収証コピーを報告書に添付いただきます。（個々の経費の領収書のコピーを添付いただきます。）
出演を予定しているアトラクション出演団体名、出演料金他について（予定）
１．出演団体名　「






」
　　出演料金(又は謝礼)　　￥



（謝礼及び付帯経費）
　　内訳　
　　交流会の名称　「






」
　　開催日　　　　　　年　　月　　日（　 ）
　　開催時間　　　　　　：　　　　　～　　　　　：
　　会場　
２．出演団体名　「






」
　　出演料金(又は謝礼)　　￥



（謝礼及び付帯経費）
　　内訳　
　　交流会の名称　「






」
　　開催日　　　　　　年　　月　　日（　 ）
　　開催時間　　　　　　：　　　　　～　　　　　：
　　会場　
コンベンション開催情報(国際会議)
	会議情報の
公開可否
	可 ・ 否
	分 野
	1政治･経済･法律　2科学･技術･自然　3医学　4産業　5芸術･文化･教育
6社会　7運輸･観光　8社交･親善　9宗教　10スポーツ　11その他　

	会議名（和文）
	

	会議名（英文）
	

	主　題（和文）
	

	主　題（英文）
	

	概要又は目的
	

	開催期間
	　　　年　　 月　　 日（　　）　～　　　　年　　 月　　 日（　　）

	開催会場
	１．
	会議・展示会・懇親会・観光

	
	２．
	会議・展示会・懇親会・観光

	
	３．
	会議・展示会・懇親会・観光

	
	４．
	会議・展示会・懇親会・観光

	参加国数
（日本含む）
	
	ヵ国
	主な参加国名
	参加者数(国内)
	
	人
	展示会の併催

	
	
	
	
	参加者数(海外)
	
	人
	有 ・ 無

	ｳｪﾌﾞｻｲﾄ（日）
	http://　

	ｳｪﾌﾞｻｲﾄ（英）
	http://　

	国内受入団体の情報

	団体名（和文）
	

	団体名（英文）
	

	団体責任者
	

	住　所
	〒


	ＴＥＬ
	
	ＦＡＸ
	

	海外主催団体名
	


	記入者名
	

	
	
	ＴＥＬ
	(　　　　　)　　　　　－


(補助資料)
コンベンション開催計画書 (国際会議)
　　 年　　月　　日
	□主催者
	

	□実行組織名
	

	□責任者所属
	

	氏名
	

	TEL
	
	FAX
	　

	Email
	

	□会議名　
(和名／英名)
	

	□ホームページ
	http://

	□目的及び内容
	

	□開催の経緯
	

	□学術的意義
	

	□参加対象者
	

	□開催規模
	国際・全国・県内・ブロック(　　　　)
	□参加予定人数
	
	人


